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鹿児島大学歯学部紀要, 第33巻をお届け致します｡ 今回は, 平成24年度より学部長に

就任された島田教授にご挨拶を, 本年度に退職される植村, 田中両教授と塚田准教授か

ら総説論文をご寄稿頂きました｡ ご多忙中にも関わらす, ご執筆頂き有り難う御座いま

した｡

さて, より一層, 難しい時代になりました｡ 大学は, グローバル化という一斉号令の

もとに, 国内外の大学と全方位的に自大学の成果について自由競争をして, 勝たなけれ

ば, 生き残れない時代に突入させられました｡ 最早, 好むと好まざるとに関わらず, 本

学部も, このサバイバル競争に巻き込まれ, 勝ち残るための新体制構築を行うことにな

るでしょう｡ 今巻は, そういった意味で, 特集として ｢鹿児島大学歯学部の研究活動報

告｣ を取り上げ, 本学部の研究活動分野のより一層の督励となれば考えた次第です｡ 投

稿して頂いた各分野の先生方に感謝申し上げます｡

(文責 佐藤友昭)
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